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平
成
23
年
度
鳥

取
県
小
学
生
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
秋
季
大
会

兼
第
11
回
全
国
小

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
鳥
取
県
予
選

会
が
、10
月
29
日
に

米
子
市
東
山
の
ど

ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子

庭
球
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。伯
耆
町

か
ら
は
岸
本
テ
ニ

ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
７
ペ
ア
14
人
が
出

場
し
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
６
年
生
の
部（
男
子
）

　
　
下
前
匠
吾（
岸
本
）、河
本
拓
也（
岸
本
）組
　
第
２
位

　
５
年
生
の
部（
女
子
）

　
　
三
好
遥
佳（
岸
本
）、河
上
万
里（
岸
本
）組
　
第
３
位

　
４
年
生
以
下
の
部（
女
子
）

　
　
下
前
杏
菜（
岸
本
）、菊
地
み
ず
ほ（
八
郷
）組
　
第
３
位

　
３
位
に
入
賞
し
た
２
組
は
、来
年
３
月
に
千
葉
県
で
開
催

さ
れ
る
全
国
大
会
に
、鳥
取
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

（
６
年
生
は
卒
業
の
た
め
、出
場
は
５
年
生
以
下
が
対
象
）

　
南
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
岸
本
支
所
と
溝
口

支
所
会
員
に
よ
る
奉
仕
作
業
が
、10
月
29
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
南
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、地
域
貢
献
を
目

的
に
毎
年
奉
仕
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、朝
９
時
か
ら
約
50
人
の
会
員
が
、役
場
本
庁
舎

と
溝
口
中
学
校
に
分
か
れ
て
作
業
を
開
始
。役
場
本
庁
舎
で

は
、玄
関
前
の
木
々
の
剪
定
や
除
草
作
業
を
、溝
口
中
学
校
で

は
、グ
ラ
ウ
ン
ド
と
そ
の
周
辺
の
除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、毎
年
公
共
施
設
を
対
象

に
奉
仕
作
業
を
実
施
し
て
お
り
、こ
れ
か
ら
も
続
け
ら
れ
る

そ
う
で
す
。

ま　ち　の　わ　だ　い

　
伯
耆
町
産
の
新
鮮
な
野
菜
や
加
工
品
な
ど
が
販
売
さ

れ
る
森
と
清
流
の
里
ふ
れ
あ
い
祭
が
、10
月
23
日
、大
山

ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
、地
元
の
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
を

目
的
に
、毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

日
は
生
憎
の
雨
模
様
で
し
た
が
、地
元
の
農
産
物
な
ど

を
求
め
約
４
０
０
０
人
が
来
場
。農
産
物
の
他
に
、お
こ

わ
や
草
餅
な
ど
の
販
売
や
、し
め
縄
づ
く
り
体
験
、景
品

抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、実
行
委
員
会
は
餅
つ
き
大
会
や
ふ
れ
あ
い
汁
の

販
売
で
得
た
収
益
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
し
ま
し

た
。こ
の
寄
付
金
は
、１
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世

帯
を
対
象
に
配
付
す
る
御
節
の
資
金
の
一
部
に
使
わ
れ

る
そ
う
で
す
。

日光地区での懇談会の様子見事入賞した選手たち

　
大
山
秋
の
一
斉
清
掃
が
、10
月
16
日
に
開
催
さ
れ
、

桝
水
周
辺
自
治
会
や
地
元
企
業
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
１
５
１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
一
斉
清
掃
は
、春
と
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を

前
に
年
２
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、桝
水
高

原
を
中
心
に
約
２
時
間
か
け
て
、空
き
缶
や
煙
草
の

吸
殻
な
ど
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。ま
た
、今
回
は
外
来

種
の「
セ
イ
タ
カ
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
」の
駆
除
も
行
わ
れ
、

１
ｍ
以
上
に
成
長
し
た「
セ
イ
タ
カ
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
」を

１
本
１
本
抜
き
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
拾
い
集
め
た
ご
み
は
合
計
で
、可
燃
ご
み

25
袋
、不
燃
ご
み
８
袋
、セ
イ
タ
カ
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
２
ｔ

ト
ラ
ッ
ク
１
台
分
で
し
た
。

　
ご
み
の
な
い
美
し
い
大
山
を
残
す
た
め
に
、自
分

の
ご
み
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

美
し
い
大
山
を
後
世
に

　
　

  

　
　〜
大
山 

一 

斉
清
掃
〜ごみを拾い集めるボランティア

伯耆町の特産物を買い求める来場者

将
来
の
伯
耆
町
に
つ
い
て
語
り
合
う

〜
地
区
別
懇
談
会
〜

　
伯
耆
町
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
語
り
合
う

地
区
別
懇
談
会
が
、10
月
13
日
か
ら
11
月
24
日
に
か
け
て
町

内
６
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
始
め
に
、森
安
町
長
が
伯
耆
町
総
合
計
画
の

前
期
計
画
の
評
価
と
総
括
や
、後
期
計
画
の
予
定
事
業
、伯

耆
町
の
行
財
政
状
況
、今
年
度
の
主
な
施
策
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。

　
説
明
後
に
行
わ
れ
た
意
見
交
換
会
で
は
、伯
耆
町
の
少
子

高
齢
化
対
策
・
防
災
・
道
路
整
備
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
意
見

や
質
問
が
出
さ
れ
、そ
の
１
つ
１
つ
に
つ
い
て
、町
長
や
担
当

課
長
が
返
答
し
ま
し
た
。

　
１
会
場
１
時
間
半
と
短
時
間
で
し
た
が
、有
意
義
な
懇
談

会
と
な
り
ま
し
た
。

伯
耆
町
か
ら
見
事
入
賞

〜
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
〜

地
元
特
産
品
で
伯
耆
町
を
ア
ピ
ー
ル

〜
森
と
清
流
の
里
ふ
れ
あ
い
祭
〜

さ
す
が
プ
ロ
の
仕
事

〜
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
奉
仕
作
業
〜

伝
統
的
神
事
が
お
目
見
え

〜
蛸
舞
式
神
事
〜丸梁に抱きつく氏子

　
日
本
三
大
奇
祭
の
１
つ「
蛸
舞
式
神
事
」が
、10
月
16

日
、福
岡
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
蛸
舞
式
神
事
は
、福
岡
神
社
の
祭
神
・
速
玉
男
命
が
嵐

で
遭
難
し
た
際
に「
大
蛸
」に
助
け
ら
れ
た
と
い
う
故
事

に
ち
な
ん
だ
祭
り
で
、鳥
取
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
祭
り
は
、境
内
に
あ
る
舞
堂
で
、ふ
ん
ど
し
一
丁
に
な

っ
た
氏
子
た
ち
が
、藁
で
作
っ
た
蛸
を
も
つ
男
を
神
楽
囃

子
に
あ
わ
せ
幾
度
と
な
く
担
ぎ
上
げ
、蛸
の
舞
を
演
じ

た
後
、丸
梁
に
抱
き
つ
い
た
氏
子
を
下
か
ら
大
勢
で
回
転

さ
せ
ま
す
。今
年
は
参
加
し
た
氏
子
が
多
か
っ
た
た
め
、

２
人
の
氏
子
が
大
役
を
務
め
ま
し
た
。

　
福
岡
神
社
責
任
総
代
の
住
田
さ
ん
は
、「
こ
の
神
事
は

昔
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
地
域
の
貴
重
な
文
化
財
。き
ち

ん
と
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

は
や
た
ま
お
の
み
こ
と

役
場
本
庁
舎

溝
口
中
学
校
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、蛸
の
舞
を
演
じ

た
後
、丸
梁
に
抱
き
つ
い
た
氏
子
を
下
か
ら
大
勢
で
回
転

さ
せ
ま
す
。今
年
は
参
加
し
た
氏
子
が
多
か
っ
た
た
め
、

２
人
の
氏
子
が
大
役
を
務
め
ま
し
た
。

　
福
岡
神
社
責
任
総
代
の
住
田
さ
ん
は
、「
こ
の
神
事
は

昔
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
地
域
の
貴
重
な
文
化
財
。き
ち

ん
と
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

は
や
た
ま
お
の
み
こ
と

役
場
本
庁
舎
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